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私は平成 18年に小児救急看護認定看護師資格を取得し 

今年 10年目の更新審査を迎えます。これまでは、主に小児救急外来や 

産科・小児科病棟で勤務し、小児の電話相談やトリアージ、ご家族への 

保健指導や育児相談などに携わってきました。また小児救急に関する内容の 

院内研修会の開催や「子どもの救急！こんなときどうするの！？」と題して、 

地域の保育所や小学校に出向いての出前講座も行ってきました。 

広島市民病院には 2015年 8月に入職致しました。重症度の高い 

子どもたちの看護に四苦八苦しながらも、多くの方々に励まされ、 

支えて頂きながら楽しく看護しております。軽重問わず、またどのような疾患を 

抱えていても、子どもを一人の人間として尊重し、子どもたちが健やかに 

個性豊かに成長していくために、微力ながら支援できたらなと思っています。 

そして日夜育児に奮闘されているご家族の力になれればいいなと思っています。 

これからも初心忘れることなく頑張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

編集後記 東北大震災や熊本地震など、自然災害の脅威が身近に感じられるようになりました。 

災害時に行動するためには日頃からの訓練が大切です。患者様や自身の命を守るため、職員一人一人が 

防災意識を持ち、トリアージなどのシミュレーションを行っていきましょう。 

次年度も研修やイベントなど色々企画しております。たくさんのご参加 

よろしくお願いします。（植田・井上） 
 

小児救急認定看護師  木下 笑香(東９A病棟) 

  市民病院では 38年間勤務させて頂き、お世話になりました。 

口から食べることは、命をつなぐことであり、QOLの向上に大きく 

関わっていきます。私は、2011年に摂食嚥下障害看護認定看護師 

資格を取得し、様々な経験と患者さんの多くの笑顔に出会いました。 

院内では、スタッフの皆さんの『食べさせてあげたい』という思いを、

摂食嚥下口腔ケア部会の多職種の皆さんと、安全な経口摂取に繋げる 

活動をさせて頂きました。また、院外では 

『NPO口から食べる幸せを守る会』に参加し、研修会での 

コーディネーターや摂食介助実践研修のファシリテーターも経験し、 

ネットワークは全国に広がりました。 

今後も患者さんやご家族の気持ちに寄り添い活動を 

続けていきたいと思います。      

摂食・嚥下看護認定看護師  藤井 博美

 

スキルアップ研修 

11月 1日（月）「化学療法の基礎知識と看護ケア」を開催しました 

院内災害医療対応訓練 

3 月 15 日（水）「多数傷病者受け入れ訓練」を行いました 
 

 
来年度 研修・イベントのお知らせ 

スキルアップ研修 
6/5（月）  「脳卒中リハビリテーション看護 第二弾」 （仮） 

9/4（月）  「認知症ケア」（仮）  

12/4（月） 未定   2/5（月）未定 

イベント 
9/8（金） 救急の日   10/13（金） 世界手洗いデー 

 

 

お知らせ 

院内脳卒中プロトコールが 
作成されました 

脳卒中患者の早期発見・早期治療を
目指しています 
詳細は各病棟にお配りしてある、 

手順をご参照ください 
 

西７病棟 加登岡紗矢佳  
がん化学療法看護認定看護師による、研修会を 

開催いたしました 

67名のご参加をいただきました 

抗がん剤の基礎知識から曝露に対応するスキルまで、 

日頃の疑問も解決!! 実践に活かせる内容であると、 

参加者からも好評でした。 

 

なぜ認定看護師を目指したのか、ご自身の体験を語られたところは
興味をもって聞けました   ＃＠sukiruup 
 

化学療法に関わっているので、観察内容、声かけなど、 
今後に生かしていきたい 。 #@jyukousha 

患者の「何かおかしい」の「何か」がどんなことかわかった。 
事前予防策の大切さが改めて理解できた     

#@ sankasha 
 

2月 21日 3月 7日に訓練に先駆け 

「災害医療の基礎知識と災害対応訓練計画」テーマに 

研修会を行いました。２日間で約 300名のご参加を 

いただきました 

 

アンケートでも多くの方が訓練参加や必要性を感じています 

対策本部 

トリアージ 

搬送 

当院は大規模災害が発生した際、災害拠点病院として、被災患者に迅速にかつ円滑に最大限の医療を提供するという
使命を持っています。そのためには、平時から大規模災害時を想定し、病院職員として備えておきましょう 
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87名の皆様に 
ご参加いただきました 


